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植物探索収集プロフィール



和歌山県，奈良県および三重県における作物在来種の調査と収集

奈良県十津川村出谷地区集落に隣接した傾斜

地で雑穀類や豆類を栽培している。

出谷地区で収集された「トッカワナンバ」

(NC980008)餅に混ぜるか生食用として利用

する。

群馬県および山形県におけるアケビ属遺伝資源の収集

-,＇
- ｀ -' 

河川沿いの急斜面に自生しているアケビの収

集（山形県山形市蔵王温泉）

収集したミッバアケビの果実収集番号 17

富沢氏のアケビ園で栽培されている野生選抜

系統（群馬県吾妻郡中条町）

北海道におけるコハマギク，イワギクの収集
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海岸の砂地でのコハマギクの自生状況 イワギクの自生状況



岡山県におけるチャ遺伝資源の収集

~ 

久世町におけるチャ種子の収集 西粟倉村におけるチャ種子の収集

東北地方におけるアブラナ科在来種の調査・収集

岩手県久慈市端神集落のルタバガ在来種。北

東北地方の北上山系一帯では在来種が食用と

して利用されている。

岩手県岩泉町安家集落のダイコン（右）とカ

ブ（左）の在来種。形や色に変異がみられる。

北海道，東北および中部山岳地帯におけるアカクローバおよびシャジクソウの収集

長野県美ヶ原高原で自 生するシャ ジクソ ウ

(Trif olium lupinaster L.) 

長野県浅間高峰高原で自生するシャジクソウ

(Trif olium lupinaster L.) 



日本における作物近縁野生種の保存： Vigna属

1 . 栃木・茨城・滋賀・鳥取の集団のモニタリングと探索

1998年 10月 4日および 10月 6日,.._,8日

Fig.l Tottori (鳥取） monitoring population 

(CED98009). Small field of cultivated azuki 

left with plants of wild azuki growing within 

1 metre. 

鳥取県郡家のモニタリング集団

(CED98009, site no.73)。野生アズキと栽

培アズキがすぐ隣同士に生育している。

Fig.2 Tottori(鳥取） monitoring popula-

tion.Small patch of heterogeneous plants 

resembling a hybrid swarm within the popu-

lation (CED98009) . 

鳥取県郡家のモニタリング集団

(CED98009, site no.73)。野生アズキ集団

の中に，雑種集団かと思われる雑草ア

ズキ数個体が見つかった。

2. 山陰地方および九州西北部地域アズキとダイズの野生種を中心に一

写真 1

島根県川本町古市 (site119)の雑草形ア

ズキ (98013B)。
茎が太く，基部は半直立で側枝が長く

伸びほふくしていた。



日本における作物近縁野生種の保存： Vigna属

3. 九州の探索 1998年 10月 16日,...,_,10月 21日

r 
Fig.I Abandoned or untended field in which 

a mixture of legumes were found growing 

including cowpea (V.unguiculata 

CED98039) surrounding electricity post at 

Mashik-imachi akai (益城町赤井），

Kumamoto (熊本県）．

熊本県益城町赤井（収集地点 140)の荒

れ地に見つかったアズキと数種の種皮

色を持つササゲのエスケープ。木の電

柱の周りにササゲが生育している。

Fig.2 Large weedy population of Vangu幻ns

(CED98063) growing in semishade be-

neath young conifer trees at Isedou (伊勢

堂）， Ooita(大分県）．

若い針葉樹の下のやや日 当たりの悪い

環境で生育していた雑草アズキの集団

（大分県伊勢堂， CED98063,収集地点

151)。

4. 山口，広島岡山，愛知，静岡の探索 1998 年 10 月 22 日 ~10 月 27 日

Fig.l Small field of cultivated V umbellata 

(CED98072) growing at Kudamatsu (下

松） Yamaguchi (山口県） above terraced 

rice paddy fields. The field was partially har-

vested at the time of collecting. 

山口県下松市のツルアズキ； V umbella-

ta (CED98072) が栽培されていた場所

（収集地点157)。ツルアズキはアズキに

近縁な作物で，以前は日本の温暖な地

域で広く栽培されていたと思われるが，

近年ほとんど栽培されなくなった作物

である。



アルメニアおよびグルジアにおける果樹遺伝資源の探索収集

野生オウトウ

（推定樹齢 170年） （ラゴデキにて）

半野生リンゴ果実

（デイリジャンで）

野生のしだれ性ミロバランスモモ

（スクラで）

Pyrus salicifolia (野生セイヨウナシ）

BajkからGorisにかけての途中

ミロバランスモモ果実の変異

（パンキ シにて）



ギリシャにおける麦類遺伝資源の探索

ペロポネソスの山岳

ペロポネ‘ノスでの収集

｀ 

マケドニアでの収集



ベトナム中北部におけるカンキツ遺伝資源の共同探索

探索風景 NgheAn省QuePhong地方の LuongKan Sy氏の家の周

囲にカンキツの実生樹が数本植えられていた。樹齢は 10年程度

ということであったが，樹高は高く，果実をサンプリングするの

に持っていった高枝切りは役に立たなかった。この中から， 2個

1本を収穫した (98viet019,98viet020)。

早熟で高品質なブンタン品種 BuoiPhuc 

Trach (98viet031)の貯蔵果。

Liu Sun (98viet021)の果実。橙色の濃い， 濃

原 な味のマンダリンである 。Liu Con 

(98viet022)とともに，原始的であるが，優れ

た風味を持つ遺伝責源である 。

Cam Voi (98viet35) の果実 CanVoiと称する

遺伝資源がベトナム中北部に分布するようで

あるが，明らかに形質の異なるものも同じ名

前で呼ばれている 。この個体は，果頂部に乳

状突起を持つ果実も認められた。また，無核

であった。

Chanhの果実の多様性 ThuaThien Hue省の

A Loui地方で見ることのできたChanhと呼ば

れる果実には，様々なタイプのものが認めら

れた。



ベトナム国南部における稲遺伝資源の探索収集

0.rufipogonの自生地 水が引いた深水稲の圃場

収穫調整中の農民からの聞き取り

圃場形質の調査



まえがき

平成 5年に「生物の多様性に関する条約（生物多様性条約）」が発効して以来，遺伝資源を取りま

く国際情勢は大きく変化した。遺伝資源は「人類共通の財産」から原産国の農民のものとなった。遺

伝資源の利用から生じる利益の公正かつ衡平な配分が開発途上国を中心に主張され，フィリピンや

南米諸国など遺伝資源の持ち出しや利用に制限を設ける国が現れてきた。海外探索に当たっては，従

来の事前折衝の他に当該国との合意文書締結等の手続きが新たに必要となった。

以上の情勢を受けて，平成 5年度より始まった第二期ジーンバンク事業では，中央アジアやベト

ナムにおいて海外探索の地域重点化を図った。当該国と十分に連絡を取り合い，両者の合意の元に

行われ，収集材料を双方で保存するとともに，収集材料の評価に関する共同研究やデータの公開に

も力を入れてきた。この結果，重点型探索の対象であったロシアやベトナムを中心に探索共同研究

者との研究交流が進んでおり，国際的にも評価されてきている。また，生息域内保存研究を進める

ための滞在型探索調査は，チリにおけるトマト野生種に始まり，現在，ベトナムの在来植物遺伝資

源を対象として行われつつある。平成10年度はベトナムの香り米在来種を対象とした調査をベトナ

ムと共同で行った。

平成10年度はギリシャにおけるムギ類，アルメニア，グルジアにおける落葉果樹類に加え，ベト

ナムで先年に引き続き，イネおよび果樹類の探索が行われた。さらに，国内の希少な遺伝資源の探

索収集にも積極的に取り組んでおり，チャ，キク類，アケビ，ナタネなどを収集した。本報告書に

は，平成 10年度に実施した活動のすべてを掲載した。

各位におかれては，本報告書を一読していただき，忌憚の無い意見や批判をお願いしたい。これ

によって，今後の計画を改善し発展させていきたいと考えている。

最後に，私たちの活動に指導と支援を与えてくださった国内外の各位に心から感謝する。とりわ

け多くの情報と，貴重な遺伝資源を提供してくださった農家の皆様には深謝したい。

平成 11年11月

農業生物資源研究所

遺伝資源第一部長

加藤邦彦
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